




要約:日齢 21～39 の母乳栄養児 38 名を血清総ビリルビン値により 4群に分け、血漿抱合ビ

リルビンの動態を検討した。母乳性黄疸はビリルビンの動態を検討した。母乳性黄疸はビ

リルビン抱合阻害と腸肝循環の増加の両方の因子の関与が重要と考えられた。日齢 14 以後

光療法を必要とした3例の遵延性黄疸を経験し、諸検査の後母乳性黄疸と判断した。母乳

性黄疸は鑑別診断が必要であるが、母乳を中断しないで行うことが大切である。 


